平成29年度教養教育科目F群(地域学)報告書　「備後に学ぶ地域の課題」実施報告　「松永に学ぶ産業と文化」実施報告 by 鶴崎 健一
福山大学 大学教育センター 大学教育論叢 








































































































































































 授業評価アンケートによる本講義の満足度は、概ね良好であった（満足 3名・ほぼ満足 3名）。 




























































講 義 名 備後に学ぶ地域の課題 







































































 発表会当日は、9 時 30 分にはきもの資料館に集合し、10 時から参考資料３の順で学生による発表
（写真２）、そして、それに対する小畑氏による講評（写真３）が行われ、ほぼ１時間で終了した。 





































































































講 義 名 松永に学ぶ産業と文化 












190 大学教育論叢 第 4号 
（参考資料２）授業日程と実施内容 
日程 内容 実施概要 
4月 10日 
〜18日 
受講説明会 
期間中の昼休み時間中に、学修支援相談室にて、受講について（はきもの資
料館見学会、日程など）の説明を行う 
4月 22日 
はきもの資料館 
見学会 
実施場所：はきもの資料館（説明者：はきもの資料館事務長） 
実施時間：10時〜12時（以降は、自由に観覧） 
実施内容：はきもの資料館展示物の見学 
4月 10日 
〜28日 
担当教員の決定 
面談日程の決定 
受講人数で担当教員を決定（今回は 4名の受講のため鶴崎のみ） 
担当教員と面談日程（曜日時限）を決定 
5月〜6月 
テーマの決定 
調査研究の準備 
担当教員と 2〜3回の面談を行い、相談の上、決定 
資料集めの方法など、調査研究の方法について担当教員と検討 
6月〜9月 調査研究 
テーマに沿って、はきもの資料館などの見学、資料の閲覧、現地調査などを
行い、各自で学修を進める 
6月〜7月：定められた面談日程に従って、担当教員に定期的な報告を行い、
調査について指導を受ける 
8月〜9月（夏休み期間中）：各自で調査研究を進める 
9月下旬〜 
10月初旬 
中間報告 
調査研究内容の 
再検討 
この時点までの調査研究内容をまとめ、担当教員に中間報告する 
担当教員と相談しながら、残りの期間で調査研究する内容についての目標
を定める 
10月中旬 
〜11月中旬 
調査研究 
再検討の結果を受け、各自で学修を進める 
定められた面談日程に従って、担当教員に定期的な報告を行い、調査内容に
ついて指導を受ける 
11月中旬 
〜12月中旬 
スライドの作成 
調査研究の結果から、プレゼンテーション用のパワーポイントスライドを
作成する 
12月 16日 
プレゼンテーショ
ン 
はきもの資料館にて、パワーポイントによる発表を行う 
一般にも公開し、意見を仰ぐ 
12月下旬 
〜１月末 
レポートの作成 
プレゼンテーション時の質疑を反映させて、必要なら追加の調査を行い、レ
ポートを作成 
1月 30日 
（締め切り） 
レポートの提出 完成したレポートを担当教員に提出 
 
（参考資料３）はきもの博物館での発表のチラシ 
